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トルコギキョウの９・１０月出荷に適する品種とＬＥＤ電照の効果

要約
秋出荷作型は、夏季の高温長日により収穫時期や切り花品質が安定しません。
対策として品種選定・定植期の分散・赤色ＬＥＤ電照が有効です。

Tel. 0172-52-4341  
E-mail  nou_souken@aomori-itc.or.jp

１．背景・目的
トルコギキョウの秋出荷作型は需要が大きいものの、生育期間の大部分が夏季の高温長

日条件下で、開花期が前進し、切り花品質が低下しやすいという問題がありました。その

ことから、秋出荷を継続的に高品質安定生産ができる栽培技術の開発に取り組みました。

２．内容

３．活用等
電照方法は、赤色LED電球【鍋清㈱ DPDL-R-9W】を畦上に２m間隔で高さ1.5mに

設置し、定植から発蕾までの期間、タイマー制御で午後４時～翌朝８時まで点灯します。

関連情報

赤色ＬＥＤ電照栽培技術は、令和３年度から中南・西北・三八地域で現地実証が展開され
ています。各年度の結果は「青森県花のくにづくり推進協議会」発行のパンフレット（県庁
農産園芸課、各地域県民局地域農林水産部、農林総合研究所花き・園芸部等で配布）に掲載
され、現場で活用されています。

研究成果の概要

農林総合研究所 花き・園芸部

• 下表の５品種を、時期をずらしながら定植し、品種ごとに生育に応じた赤色ＬＥＤ電
照を実施することにより、９～10月に安定出荷ができます。

• 切り花長は、おおむね70～90ｃｍ、開花輪数＋花蕾数は６～11個となり、単収は
2,000～3,000本/aです。

あおもりの未来、技術でサポート

Aomori Prefectural Industrial Technology Research Center
地方独立行政法人 青森県産業技術センター

～ 品種・定植期・赤色ＬＥＤ電照を組み合わせて高品質安定生産 ～


